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閉鎖生態系内で有効利用できる樹木株の作出と維持
Production and maintenance of the most useful tree in a closed environment
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樹木は地球生態系において、酸素の供給や二酸化炭素の固定の役割に加え、材料や機能性成分の利用など人間生活に
おいて多種多様な役割をはたしていることを考えると、人工の閉鎖生態系を構築する上でも重要な役割を担うと期待で
きる。我々は閉鎖生態系に樹木を導入する際、総合的に有用な樹木株を作出し、効率的に利用することを目指し、その
ための準備研究を行っている。樹木は一般的に他家受粉を行うため、同種であっても、個体間で様々な機能が大きく異
なる可能性があることから、挿し木や芽培養などの栄養繁殖法により増殖する手法を確立し、有用な個体の探索を行う
ことで、優良株を得られると考えている。現在、生物材料として乾燥や貧栄養に対して高い耐性を持つことが知られて
いるマメザクラ (Prunusincisa)を閉鎖生態系内で行う実験のモデル樹木として提案し、優良株の探索と増殖・維持・管
理について検討実験を行っているので報告する。
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